
11 10広報ひらいずみ　№ 790 広報ひらいずみ　№ 790

　令和５年度の町当初予算は、３月７～16日の

会期で開かれた議会定例会３月会議で議決さ

れました。一般会計と特別会計、企業会計の総

予算額は69億8,965万円です。

　一般会計は47億6,600万円で、前年度（令和４

年度）と比較して１億2,400万円（２．７％）の増

額となりました。

令
和
５
年
度
平
泉
町
の
予
算

ま
ち
の

ま
ち
の

整
備
と
発
展
へ

整
備
と
発
展
へ

6969
億
円
億
円

歳　出
　歳出を目的別に見ると、民生費が11億3,704

万３千円と最も大きな割合を占めています。次

いで、教育費７億737万９千円、総務費７億602

万円、土木費５億2,964万３千円、公債費４億

5,168万２千円、衛生費４億2,332万９千円、農

林水産業費３億2,395万７千円、以下消防費、商

工費と続きます。

　性質別に見ると、投資的経費は、道路改良事

業などの普通建設事業が３億8,400万２千円、

災害復旧事業が355万円と、前年度当初比2,512

万５千円減額となりました。

　義務的経費のうち、人件費は一般職の増額

により1,266万９千円増、扶助費は児童福祉費

の増加などにより539万５千円の増、公債費が

４億5,166万４千円と前年度当初比3,692万円

減となり、全体で21億3,453万８千円と、前年度

当初比で1,885万６千円減額となりました。

歳　入
　歳入を見ると、自主財源では繰入金、諸収入の増

額により、全体で14億992万７千円と、前年度当初比

１億307万２千円の増額となりました。

　依存財源では、地方交付税、地方特例交付金など

の増額により、全体で33億5,607万３千円と、前年度

当初比2,092万８千円の増額となりました。
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予備費1000万円
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 投資的経費（8.1％）

一般会計の町民１人当たりの予算額は682,028円（645,888円）です。

民　生　費 教　育　費 総　務　費 土　木　費 公　債　費

162,714円
（154,884円）

101,228円
（95,359円）

101,034円
（98,554円）

75,793円
（69,850円）

64,637円
（67,984円）

衛　生　費 農林水産業費 消　防　費 商　工　費 そ　の　他
60,579円

（51,996円）

46,359円
（43,266円）

34,389円
（29,662円）

20,649円
（21,317円）

14,646円
（13,016円）

主 な 事 業 と 予 算 額（　は新規事業）

投 資 事 業
■史跡保存修理事業（無量光院跡、名勝旧観自在王院庭園）

　　　　　　　　　　　　　　………………………… 7,089万円

■橋梁長寿命化事業 ……………………………………… 6,500万円

■高田前団地排水設備整備事業 …………………………… 5,211万円

■新町道整備事業（樋の沢大佐線、衣関線、桜森線）……… 4,532万円

■発掘調査事業（町内遺跡群、毛越寺） …………………… 4,014万円

■新平泉分署救急車更新事業 …………………………… 3,800万円

■町道長寿命化事業 …………………………………… 3,000万円

主 要 事 業
■中山間地域等直接支払交付金事業 …………………… 6,861万円

■学習交流施設指定管理料 …………………………… 5,647万円

■多面的機能支払交付金事業 …………………………… 4,878万円

■医療費助成（重度、こども医療、妊産婦、ひとり親、町単独） … 4,416万円

■予防接種事業 …………………………………………… 3,098万円

■放課後児童対策事業 …………………………………… 2,252万円

■がん等の検診事業 ……………………………………… 1,762万円

■新地域おこし協力隊事業 ……………………………… 1,688万円

■次世代技術者育成事業（プログラミング）………… 1,116万円

■まちの元気情報ラジオ配信事業 ………………………… 880万円

■妊婦・乳幼児委託健康診査 ……………………………… 567万円

■国際交流員活用事業 …………………………………… 522万円

■新防災重点ため池ハザードマップ作成事業 ………… 520万円

■地域活力推進事業 …………………………………………… 500万円

■束稲山桜情景復活事業 ………………………………… 462万円

■放射線量低減化対策事業 ……………………………… 397万円

■移住支援事業 …………………………………………… 200万円

■若者向け空き家住宅取得補助金 ……………………… 180万円

■新収入保険加入促進事業 ……………………………… 160万円

■新営農継続農業機械支援事業 ………………………… 150万円

■新園芸産地形成推進事業 ………………………………… 146万円

■新起業・事業承継支援事業 ……………………………… 100万円

■自治体デジタル化推進事業 ……………………………… 71万円

■新バリアフリー住宅改修事業 …………………………… 50万円

■新後付け急発進等抑制装置設置事業 …………………… 30万円

■新働き方改革推進企業支援事業 ………………………… 10万円

一部事務組合等負担金
■消防事務委託負担金 ……………………………… １億3,698万円

■一関地区広域行政組合負担金（介護保険部門） … １億5,097万円

■一関地区広域行政組合分担金・負担金（環境衛生部門）

……………………… １億5,306万円

■給食事務委託負担金 …………………………………… 1,244万円

■市町村総合事務組合負担金 …………………………… 492万円

■岩手県自治会館管理組合設備更新負担金 ……………… 238万円

新

　     各会計別総括表（単位：万円）

会　計　別 令和５年度 令和４年度 比　較

一 般 会 計 476,600 464,200 12,400

国民健康保険特別会計 81,530 80,760 770

後期高齢者医療特別会計 9,720 9,640 80

健康福祉交流館特別会計 8,380 7,490 890

町営駐車場特別会計 6,320 5,330 990

下水道事業

会 　 計

３条予算 27,535 28,508 △ 973

４条予算 21,307 21,128 179

水道事業

会 　 計

３条予算 29,244 29,124 120

４条予算 38,330 43,773 △ 5,443

合　　　　　計 698,965 689,953 9,012

※単位未満を四捨五入しているため、合計などが一致しない場

合があります

　地方債現在高（見込み）（単位：万円）

会　計　別 令和５年度 令和４年度 比　較

一 般 会 計 499,176 518,520 △ 19,344

下水道事業会計 195,546 209,581 △ 14,035

水 道 事 業 会 計 196,469 191,024 5,445

合　　　　　計 891,191 919,125 △ 27,934

　町債は、社会基盤や公共施設の整備などの財源

として活用してきましたが、５年度末残高見込み

は全会計合わせて89億1,191万円で、町民１人当

たり約128万円となります。町債の活用に当たっ

ては、将来の住民に過大な負担を残さないよう財

政運営の健全化に努めます。

町債残高見込み

※令和５年３月１日現在の人口6,988人。かっこ内は前年度の数値、令和４年３月１日現在の人口7,187人でそれぞれ計算（外国人住民を含む）


